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ともに磨き合う               まわりを明るくする  

＜駅伝練習始まる！＞ 
「はい、このペースをキープして！」 
９月１１日（月）から郡市中体連駅伝競技大会 

に向けた練習がスタートしました。 
選抜された選手たちは、１０月１９日に行われる 

本番に向けて、今、黙々と練習に励んでいます。 

生徒会スローガン「輝笑転結」の「転結」には、「つまずいたり、失敗したりすることもあるけど、

そこで終わらず、しっかり結び直そう（有終の美を飾ろう）」という意味があります。 

そこで、南阿蘇中は、「１学期の反省をそのままにして、同じ失敗を繰り返す２学期」ではなく、

「１学期の反省を生かし、結び直して、輝く２学期・笑顔の２学期」にしたいと考え、行動中です。 

【１学期の掃除の反省】 

●真面目に掃除する人がほとんどだが、先生がいないとき掃除をしない人がいた。 

●無言清掃が徹底できていなかった。 

●掃除時間はまだあるのに、早く終わって、教室に帰ってしまうときがあった。 

●掃除がおおざっぱで、すみずみまできれいになっていないときがあった。 

【２学期は、こうする！】 

◎「集合→役割確認→掃除→反省」の流れを時間どおりに進める。 

◎班長がリーダーシップを発揮する。 

◎反省を次の日の掃除に生かす。 

◎班長は、常に担当職員と話し合う。一人で抱え込まない。 

＜命を守ろう！ヘルメットとたすきで。～秋の全国交通安全運動～＞ 
９月２１日～９月３０日は、秋の全国交通安全運動期間です。道路交通法では、Ｒ５・４・１より、

「自転車を運転するすべての人がヘルメットをかぶることに努めなければならない。保護者等は、
子供が自転車を運転する際は、ヘルメットをかぶらせるよう努めなければならない。」と改正され
ました。つまり、自転車利用者のヘルメット着用が努力義務化されました。 
このことを受け、南阿蘇中では、通学時はもちろん、自転車に乗るときは 

いつでもヘルメットを着用するよう、生徒に呼び掛けています。 
もう一つ、南阿蘇中ルールとして徹底しているのが、「安全たすきの着用」 

です。毎朝、生徒会執行部や生徒指導の先生方が、挨拶運動をしながら、 
たすきの着用も呼び掛けていますが、着用率は９０％ぐらいだと思います。 
ヘルメットも安全たすきも、自分の命を守る大事なものです。 

真面目にヘルメットをかぶるのが恥ずかしいからとあごひもをゆるめたり、 
「あっ、タスキつけるの忘れてました！」と軽く考えたりしている人が残念なが 
らいます。事故に遭ってからでは遅いです。 
「私たちは、ヘルメットや安全たすきを 

必ず着用し、自分の命を守ります！」 
これは、絶対に守らなくてはならないルールです。 


